
KENWOOD 臨調

取扱説明書

お買い上げいただきまして誠にありがとうござ‘いました。

お買い上げいただきました製品は，厳重な品質管理のもとに生産さ

れておりますが，万一運搬中の事故なとにともない，ご不審な箇所，

または破損なとのトラブルがありましたら，お早自にお買い上げい

ただきました販売広または保証書に記載3れているサービス窓口に

お申しつけくださいますようお願い申し上げますり

本取扱説明書はTM-411シリーズのTM-411，TM-41IDの説明を共通

にしています。内容に相違がある部介については説明を併記しまし

たのでご注意ください。

本機のモデル名表示は，パネル面にシリーズ名 (TM-411)を表示し，

モデル名 TM-411または TM-411Dは，ダンボール箱およびセット銘

板(セット下面)に表示してあります。

〔ご注意〕

| 付属のマイクロホンおよびマイク端子の取扱いには十介な注意

が必要です。詳細はP 8を参照してください。

2.本機はマイクロコンビューターを使用していますo まれにノイ

ズ等により誤動作を起こしディスプレイの表示に異常が生ずる場 e

合があります o このような場合は P31リセットの項を参照してく

T三さし、。
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本機には下記の部品が付属していますのて¥ご確認くださ L、。

①ダイナミック型マイクロホン(DCLシステムコントロー jレsw付き)・・・・・・・・・・・・・・ l個

②ゴミュニ ケ ションススピーカー (2.5mケーフル付)・ H ・H ・…・・……・・・…・…….1個

③スピー力 取付金具一式

a アングル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 個

b クッ ショ ン(A)・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 1固

C タップタイ トネジ(φ4X 8) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ............... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4本

d サ ラ タップタイ トネジ(φ4X 8)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ..................... ・・・・・ 2本

巴 ナベネジ(M4XlO)・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ............ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・山一…...一一一一一 2本

f六角ナット (M4)・・一.........................................................................2個

④車載アングル式

g車載アングル・………・・・・………・… ・・ ……  …・・・・・・・…ー・・・・・・ …・・・・・…・・・…一一 1個

h. 六 角 ボjレト (M6X20)・・・・…・・・・・…...........…-・・・・……・・…・…・・…・・・・・・・…・・…..4本

卜平ワッシャ (M6用)・・・・・ ..................... ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4佃

iスフ01)ングワツシャ (M6用)ー………-……・・…・・・・…・・…・……・……・・ー…....4個

k フランジナッ ト (M6)・・・…・・ -一 …・・ -…-・・・…・・・ー…一 -・・・・・・・・・・・・・・…........41国

|タッピングネジ(φ5X12)................................................................4本

m平ワッシャ (M5用)・・・・・・・・・・・・・ ...................................................・ ・・ ・・・ 4個

n.ケーブjレ押え金具・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ................ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 個

O ノYインドタッフ。タイ トネジ(φ2.6X6 ) ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 イ~

p車載取付金具……・…・…………・…・……・…・ー・…-・……・・・・・・………・……… 2枚

qクッション(トーン・ユニット取付用)一........................................・・・・・ 1個

r車載用ボス(予備)…....・ H ・-…...・ H ・-…...・ H ・....…・……...・ H ・....…・・ H ・H ・....2但

⑤電源ケーブル ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ l 本

⑥予備ヒュ ズTM-411(5A)・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ l 個

TM-411D(8A) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ z・・・・・ 1@  

⑦保証書....・ H ・..，…・・……・…・…・・・・・・・・・・・・・・ー・……・……・・ …・ ・・・・…・…・・…・ー・…・ l枚

⑧取扱説明書…・・…・ ・・ ・・・・・…・……・………・・・・・…・…・・・・……ー… ・…・・・・ …・・・・・・… l冊

⑨総合カタログ・・…・・…...…・・・……・… ・・・・…・・…・・・ー・…・…・……・-…・・・・・・ ・・・…・・・・ l冊

⑪JARL入会申込書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ............... ・・・・・・・・ l 冊
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8DCLシステム搭載

@パネル面の首振り機構

で~
¥、

@操作性に優れたパネルレイアウト

TM-411ノ〈ネJレ面の図

アレッマイクコネクターは?

@メモリー呼び出し (MR)を容易に

したダブルファンクションキーボ

ードおよびLED内蔵キーボード

8DCLシステムコントロール付多機

能マイクロホン

@高信頼性設計

@質の高い送受信音質の実現

@マイクチェック機能内蔵

825W機 TM-411D

@レピーターに完全対応

最新のデジタル技術を駆使し， 自動空チャンネル探し， 自動的に相手局との接続，

ゴードスケルチ等，アマチュア無線にまた 1つ新しい通信方式をシステム化しまし

7こ。

モービルトランシ ノてーの基本的問題である取付け位置の自由度を増すために，ノマ

ネル面の首掠り機構を開発しました。

操作しやすい位置にパネル面を向けることができる大変便利な機構です。

従来ノマネル面にあるのが当然であったマイクコネクターを背面にもっていき，ケ

フソレイ寸コネクターとしました。

ノマネル面は， さらに自由度が増し，力一インテリアとしてマッチするようデザイン

されています。

DCLシステムコントロ ルのほか各種のリモートコントロールができます。

ヱドイ本シャーシにアルミダイキャス卜フレ ムを，叉カラス系プリント板を全面的に

採用した高信頼性設計です O

O大口径77mmタ卜付けゴミュヱケーションスピ 力ーの付属

O変調歪 3%MAXの良質な送信電波

マイクロホン及び変調回路のチェックに便利な機能です。

上級資格者のために25W機を用意しました。

ト ン周波数88.5Hzが内蔵されていますのて¥即レピ ターを運用することができ

ます。

またTU-4B(オプション)を取り付けることにより他のト ン周波数も得ることがで

きます。

3 



¥¥'寸一

盟国

フロントパネル

骨メインダイヤル

て7

母POWER/VOし(電源・音量)ツマミ

PWR/VOL 

函
申・⑨SQUELCH(スケルチ)ツマミ

SQUELCH 

@ 

⑥ 

⑥シフトスイッチ

融キーボード

送受信周波数を設定する VFOツマミです。時計方向(右回転)に回すと周波数がア

ップ，逆に回すと夕、ウンします。 1クリックにつき 1ステップづっ， VFOステップ

に応じて UP，DOWNします。

メモリーリコール中にダイヤルを回しますと，メモリ一周波数がVFOに移り VFO

動作状態になります。(メモリーシフト)

〔注〕原則的には iクリックにつき|ステップづっ変化しますが，マイクロコンビ

ューターの過渡状態によって変化しない場合もあります。

電源の ON~OFF スイッチと，音量調整ツマミが兼用になっています。ツマミを反時

計方向へ回し切ると電源はOFFとなります。

電源のON~OFFは，ゆっくり回してくださ L、

スケルチツマミは無信号時の「ザー」という雑音を消すために使います。また，ス

キャン動作時のスキャンストップレベル設定ツマミともなりますu

通常は，時計方向にまわして無信号時の/イスーが消え，かっ BUSYインジケ ター

が消える位置(臨界点)に調整しますυ この場合，信号の入ってこない周波数に合

わせて行なってください。

モービル運用時など，電波が弱かったりフェ ジンクーなどて不安定な場合，再調整

して聞きやすい点にセッ卜してくださ L

受信周波数に対して送信周波数を士5MHzシフトさせるスイッチです。レピーターを

運用しない場合はSの位置で使用しますυ この状態では受信，送信の周波数が 致し

ます。また，シフ卜してオフバンドする状態にした場合，送信状態でビープ音が誤

操作を知らせ，シンプレックス動作で送信されます。

(注)キーボードはDCLシステムの操作にも使用します。詳しくは19頁のDCLシステムの操作をお読みください。

4 

⑥ MR/MI (メモリーリコール)，

MS(メモリースキャン)キー

EEZ 

メモリーチャンネルを呼び出すときに使用します。

このキーを押すと， Ml (メモリ チャンネル 1)がワンタッチで呼び出され，表示

されます。

M2-M5を呼び出す場合は， MR/MIキーを押してからM2-M5を押してください。

また，約 1秒以上押し続けるとメモリースキャンになります。



⑥SCAN/M2(スキャン)キー

EE 
(己)MHz/M3(IMHz UP)キー

匿量
⑨ M/M4(メモリー書き込み)キー

臣認

VFOスキャンを開始させるときに使用します。

また， MR中はM2の呼び出しキーになります。

スキャン中，キ を押すと強制的に周波数が 1ステップ進みます。

1 MHzステップで周波数が UPします。押し続けると連続に UPします。

MR中には M3の呼び出しキーになります。

コ ルチャンネル及びメモリーチャンネルに希望の周波数を書き込むときに使用し

ます。書き込み方法は16頁をお読みくださ L¥。

MR中にはM4の呼び出しキーになります。 M4は送・受信異なった周波数がメモリー

できるスプリットメモリーです。

⑨PR.W/M5 (プライオリティワツチ)キーを押すと PR.Wインジケーターが点灯し， Ml監視のプライオリティワッチ動作

キー をします。

~量

(UA/B(VFO A/B切換，スキャン

ストップ)キー

匡ヨ

申RPT.C(レピーターコールチャン

ネル)スイッチ

RPT.C 

Eニコ

窃REVスイッチ

REV 

cコ

申HI/LOWスイッチ

LOW 

c::コ

もう 度押すと OFFになります。詳しくは 18貰をお読みくださ L、。

MR中には M5の呼び出しキーになります。 M5はM4と同じくスプリットメモリーに

なっております。またフ。ログラムスキャンの範囲指定になります。詳しくは17頁を

わ読みくださ L、。

表のようにセット状態によってキ の動作が 3通りあります。

1犬 態

V FO  操作中

メモリーリコー jレ中

スキャン重力イ乍中

重力 イ乍

度押すごとにVFOA， Bが順次切替わります。

メモリーを呼び出す前のVFOにもどります。

スキャン重力イ乍の角平F余になります。

各ヱリアに設置されていますレピ タ ステ ション JRエリア WA及びJR6YAをワン

タッチでアクセスするスイッチです。

もう一度押すと解除されます。ただし，その他のキーでは解除されません。

送受信周波数の書き込み方法は16頁をお読みください。

ト ン周波数は88.5トセです。

レピーター運用するときの入力信号をチェックてきます。

スプリッ卜(送受信異なる周波数)動作の場合REVスイッチを押すと受信と送信の

周波数が逆転します。

送信出力のハイノマワ と口 ノマワーの切替えスイッチです。

通常の位置盟)でノ¥イパワー，押して(且)ローノマワーになります。

5 



。ディスプレイパネル

@送受信周波数

@デジタルコード表示

@コールサインのアスキー表示

⑥スキャン表示

@ON AIR表示

⑥PR. W表示

⑥ CHLインジケーター

⑦BUSY表示

⑧S/RFメーター

6 

i ) VFO A，またはVFOBを使用のとき， 3桁表示されます。 5桁目は， VFOがAか

Bを表示します。

仔IJとしてVFOA周波数が435.02MHzのとき 5UER となります。

ii ) MR(M1~M5) を使用のとき， 4桁表示され， 5桁目はメモリーチャンネルを表

示します。

例として 1chメモリ 周波数が 435.24MHzのとき 53吋31となります。

iii) RPT.Cを使用のとき， 4桁表示されます。 5桁目は C となり PRT.C状態を示し

ます。

{71J : 9. 920 [ 

iv) DCしシステム操作時，デジタルコ ド表示，コ ルサインのアスキー表示，待

ち受け表示を行ないます。詳しくは19頁の DCしの説明をお読みくださ L¥。

通常は， MHzドットとして点灯し，スキャン動作中は点滅します。

送信のとき点灯します。

プライオリティ・ワッチ重力作中点灯します。

DCLシステムにおいて空チャンネルを探している問点滅し，空チャンネルヘ移討し

たとき，点灯します。詳しくはお頁をお読みくださ l¥ 0 

受信状態てスケルチが聞いたとき点灯しますυ(他局が通話しているがいなL寸¥の確

認ができます。)

i )受信のとき，入力信号の強さ (S)をLEDメ ターで表示しますc

ii)送信のとき，出力の RF電圧を LEDメーターで表示します。

送信出力が HIのとき， LEDは全部点灯し， LOWのときは 2- 4個点灯します

また， LOW時にはマイクからの音声レベルに応じてメ タ が点qします

(マイクチエンクキ幾古t)



0DCLシステムキーボード

⑥DCLキー

巨日
⑥C. SQキー

I OC.SQ I 

@CSキー

巨~

④RESETキー

8 
関リアパネル

⑪ANT(アンテナ)

⑪MIC(マイク)コネクター(8ピン)

(f)DC13.BV電源端子

4iISP(スビーカー)端子

詳しくは19頁をお読みください。

DCLシステムの ON/OFFキーです。

コードスケルチの ON/OFF，デジタルコードのチャンネル送り，コ ルサインの桁

送りなどに使用します。

デジタルコード設定時，及びコールサイン設定時に使用します。

接続動作終了状態、の解除及びコ ルサイン設定時に使用します。

j主)必ず附属のケーブル押え金具

で固定してください。取付方
法は PIO，11を参照Lてくだ
さい。

同軸付き M型アンテナ端子です。インピーダンスは50Qです。

同特付きてすのて¥車載時など奥行きのとれない所に取り付けるときには大変便利

です。

〔注〕アンテナコネクターの金属部が他の金属に触れた場合，ノイズが発生します

ので金属に接触しないようにしてください。

付属のマイクロホン専用の接続端子です。マイクコネクターの接続は図の通りです。

マイク機能については 8真、マイクロホングをお読みください。

なお，他のマイクロホンの使用は故障の原因になりますので，使用しないでくださ

い。またコネクターの金属部を他の金属に固定する場合，完全に接触していないと

送信電波にノイズが発生することがあります。

⑥MR 

⑦アース

(マイク)

④アップ

③ダウン

② STBY(PTT) 

① MIC 

⑧アース(GNO)

②一⑥ピンに外部より電圧を加

えますと TM-411/Dが故障致し

ますので十分注意してください。

く本体マイクケーブルの ¥ 
コネクター菌から見た図/

DC電源入力端子てす。付属の電源コードをお使いください。

基準電圧は 13.8Vてす。十(プラス)赤， - (マイナス)黒の揮性に注意してくだ

さL¥。

付属のコミュニケーションズスピーカー(インピーダンス 8Q) の端子てすり

7 



関マイクロホン

4
 

0
 

4
 

4
 

4
3
 

a割
以

A
W
S
 

剖
町

6
8
 

s
o
 

-

h

 

4
1
 

S

D

 

o
m
 

TM-411/D付属マイク閉路図

~ 仁互コ巴!IJ

④アップ

③タウン

一②STBY(PTT)

ωMIO 

⑥M R-

⑦アースー

(マイク)

⑤ 8V 

く本体マイクケーブルの 〉
コネクタ一面から見た図/

円
Sh;.，ld 打

注)DCLシステム関係のマイクの
操作については19頁のDCLの

説明をお読みください。
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i )一度押すごとに 1ステップづっ，押したままでは連続して周波数を， UP， OOWN 

てきます。

ii) MR状態のときにUP/[コWNを押すと，

aUP/OWN(アップダウン)スイッチ

メモリーチャンネルがUP.OOWNできます。

このスイッチを押すと送信状態になります。しかしスキャン動作中には，他局への

妨害を考慮して送信状態とはなりません。この場合はスキャン動作が解除され，そ

の後通常の PTTスイッチに戻ります。

aPTTスイッチ

OCLシステム動作時，このスイッチを押すと空チャンネルを探し，相手といっしょ

にその空チャンネルへ移動します。

CDCHLスイッチ

接続重力作終了状態の解除及び，コールサイン設定時に使用します。

(パネルの~キーと同じ動作をします。)

(注)419，4fjについては19真のOCLシステムの操作法で・詳しく説明してあります。

4fjRESETスイッチ

ノマネルの MR/MSキ と同じ動作をします。

押すと M1(メモリ チャンネル 1)が呼び出されMR状態になります。

また約 l秒以上押し続けるとメモリースキャンになります。

再度押すことにより解除できます。

aM Rスイッチ

〔ご注意〕

1. TM-411/0に付属しているマイクロホンは，

1t重って

(1) 他のマイクロホンを TM-411/0に使用しますと，

場合があります。

TM-411/0のマイク口ホンを他の機種に使用した場合i

障する場合があります。

TM-411/0のマイク回路とマイクコネクターは上国の様になっておりますの

で，他のマイクロホンの使用および他機種への使用の場合には，ピン配置，

条件等をよく確認するなど，十分な注意が必要です。(なおこの様な場合の性

能および故障などについては保証いたしかねます)

TM-411/0の専用マイクロホンです。

TM-411/0本体が故障する

使用した機種側が故(2) 

(3) 
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3. @ 

国アンテナについて

関モービルで運用する場合

①接続方法

コ'ム

バン キ ング(

mγ 
電源バッテリーへ

d
h
 

トランシ ノて の性能は，使用するアンテナの性能により，大きく左右されます。

TM-411/Dの性能を十分に発揮させるためには，良いアンテナを正しく調整された状

態で使用することが大切です。

アンテナは使用する目的，予算，物理的条件等を考慮して選ひ¥正しくお使いくだ

さL、}

ヒューズ20A

430MHz帯

アンテナへ

仁二

⑨赤⑨赤

@車へ取イ寸ける場合は操作性，安全性を考慮して位置を決めてください。

@付属の電源ケーブルは誤配線等による事故防止のためヒューズが取り付けられて

いますので，取扱説明書の写真と異っている場合があります。

バッテリーの配線は@プラス， θマイナスの極性に注意して配線してください。

エンジー古一室内

セットへ

回
目
1
+

電源ケーブルが熱や，水

滴の影響をうけない場所

をi選んで自己車泉し， しっ力、

り固定してください。

グロメツト等を使ってコ

ードが直接鉄板のエッジ

にふれないようにしてく

Tゴさ L、。

ご注意

@セットを取付ける前に，ショー卜事故防止のため必ずバッテリーのθ端子を外し

ておいてください。

@取付け，配線が終わり，誤りがないかを確認の後，バッテリーのθ端子を接続し

てく Tゴさい。

@ヒュ ズが切れたときは，各コード類が，ショート等で損傷していないかを確認

してから，指定容量のヒューズと交換してください。

@配線完了後， ヒューズホルダーを耐熱性のテープ等で巻き，水滴から保謹してく

T三さい。

@電源ケーブルが長すぎる場合でも，ヒニL ズは切断せずにご使用くださ L、。

@バッテリ一端子へ直接コードを接続してご使用くだ苫い。シガ ライタープラグ

を使用しますと，電源の接続が不安定になり，性能が保持てきません。

圃シャーシの配線穴が小さい場合は，ヒュ ズホルダ を分解して通してください。

住吉宮 室内側

佐淘
この状態にして通す。
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②コミュニケーションスピーカーの取付方法

例 2-2 

スピーカーを取付金具に取付ける方法

「I IJ 一一ι一斗一一一1¥1 I 

⑧マイクケーブル押え金具の

取付け方法

日

UJwr
ol 
ィ叫

10 

法方定国の具

a

金

イ

付

2

取

例

---タッピングネジ 1') 0 

/(φ4X8) 

アングJレ アングJレ

ポディ

デッション(A)

f列2-5

官リ 2-4 

アングJレ

諜サラタップタイトヰジ(O4X8)は予備です。

モ ビルで運用される場合にはマイクケーブル押え金具にマイクケーブルを固

定して運用してくださし、

車載アングルの左右両面に取付穴があいています。使用状態に応じて好みの倶11

へ取付けてください。

@マイクケーブルの固定方法

上から取付部を押え金具へはさみ込むように差し込み，マイクコネクターの

凸部が金具の丸孔へはまり込む所まで入れます。

⑥マイクケーブルの取りはずし方法

矢印方向へ押しながら上へ抜きますと凸部とストッノマ 孔がはずれて金具よ

りf友きとれます。



④車載アングルの取付け

べ一一ユンンソト

下図の要領でアングルを取付けます。このとき車載アングルの前後をまちがえない

ようにしてください。

斗J
ボディー4 で7JJJネジ

この部介を矢印方向に曲げれば

幽線部のようなところでも取付

けることができます十車載アンク Jレ

⑤セットの取付け

⑥ 2台をセットする場合

ケーブル押え金具用

ノYインドタップタイトねじ (φ2.6X6)

車載アングjレ

側面の車載ボスをアングルの溝に差し込んでください。

セットの取付

出車載アンヲ jレの前後をまちが

えないようにしてく fごさい

正弘一一一一」呈

三割BOO

TM-211/D( 144MHz機)と 2台をセッ卜する場合は， TM-411/D什属の取付金具を図の

ように取付けて 1台のときと同様に車載アングルへ取付けてください。

なお下段は取付の上下位置を 2段階に選べるよう上下に干しがあいていますので好み

の位置へ耳又付けてください。

ケーブル押え金具も左右の好みの1~IJへ取付けてください。

車載ボスはセットに取付済みのため一旦取りはずしてから図の様に上段のみ取付け

ます。このとき平ワッシャは使用しません。
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⑦モービル用アンテナの取付け

手令長』

手当主手当お
フロン卜フェンダ一式 トランクリッド式

モービルアンテナは，各種発売されて
おります

〈アンテナの取付け場所〉

⑨取付ける場所について

⑨イグニッションノイズについて

12 

VHF， UHFの車載用アンテナは，各種のものが発売されております(図参照)お好み

のものをお選びください。

くご注意〉

モービルアンテナは，図のように，車のボディにアンテナの基台を接地する必要力、

ありますりアンテナの取扱説明書に従って， しっかりと確実に取付けてください O

〈アンテナ基台の取付け〉

?ッションが柔かい林質で
あればそのまま雪|き込みも
できます(ただし，雨力、同
軸ケーブルを伝って，流れ
込むこと力、あります)

@ドアのステップをはずして，

その下を通す 〈同斡ケーブルの引き込み方〉、

下図のように，オーバーヘッド，ダッシュボードの下，コンソ ルボックスの横な

どに付属の車載アングルて取付けます。木機の首振り機構により，操作しやすい位

置に正面パネルを向けることができます。また，スピーカーは聞き易い位置に設置

してください。なお，ハウリングを発生する場合がありますのでスピーカーは本機

の上に直接置くことはさけてください。

本機の後部放熱器は，送信時加熱されますので直接ダッシュボード等に当たらない

ようにしてくださ L、。また， ヒータ の日欠き出し口のそlぎに耳:x.1寸けないようにして

くださ L、。

特に電子燃料。責射装置を使用した車種の場合は，本機とそれらの装置とは可能なか

ぎり離して取付けてくださ L、。

(5主〕パネル部分をアップ又はダウンする場合は，静かにゆっくり行なってくださ

い。乱暴な操作は故障の原因になる場合があります。

本機はイグ二ッションノイズについて十分な配慮がなされていますが，車種によっ

てレベルの大きいノイズを発生することがあります。

このような場合には抵抗入りスパークプラグなどを使用することをご検討ください。



盟国定で運用する場合

①電源について TM-411には当社のPS-21を， TM-411DにはPS-430を使用することをおすすめします。

<PS-21を使用する場合〉 <{I也の直流安定化電源を使用する場合 00安定化電源

TM-411またはTM-41ID

242く忠一一揖して酔同じ」J11 3??でと富山ZZ-31TT;;ニ
きません。 TM-4110:6.9A以上

⑧アンテナについて 圃走用アンテナは，数多くのメーカーから発売されております。スペス，主な用

途(DX，口 力 jレQSO)によって選択してください。アンテナ系は，アンテナ給電部

てSWR=1.5以下でご使用ください。 SWRが極端に悪い場合，本機の保護団路が動

作し，送信出力が低下します。

/ 
コントロールケーフル

〈八木アンテナをスタック(積重ね)した例〉 〈本格的なアンテナ〉

M型コネクターの取付け方
ト← 25mm寸

Y ル こ点 ふ1

外被をナイフ，カッヲ一等で切り取る

(編組線をきずっけないようにすること)

F寸 2-13mm

この部分にハンダをうすくのせる

(コネクタ一部でハンダ付する時に，

、ンダがのりやすくなります)

片寸 ナイ 7，カッデ一等

土台、以ぷ泌総弘之渋滞、沿海翠罷---コ で，絶縁体を切りとる。
/ニッノT一等で行うと，

ナイフ，カッタ一等で編組線を切り取る J 芯線をキズつける恐

(ポリエチレン絶縁体をキズっけないように Imm /れがあ ります)

寸ト/
土子治渓綴広; 約三おぶ、ふ ~E瞳己五豆呈+ー芯線

ハンダ付する，ハンダをよく流し込み，確実にとりつけること。

(熱しすぎて，絶縁体をとかさないようにしてください。)

ハンダイ寸

カップリング

(先にケーブルを通しておいてください。)

向軸ケーブルについて

同軸ケ ブルは， トランシノて の高周波出力を

アンテナへ， またタ卜部信号をトランシーパーへ伝え

るためのものです。特に.144MHz帯以上にもなりま

すと，同軸ケ ブルの損失の影響が無視てきなくな

ります。固定局で使用する場合，同事由ケーブjレの長

さが長くなりますので，損失の少ない(太L、)同軸ケ

ーブルを最短距離で使用してくださ L、。

また同事由ケーブルはできるだけ太い5D-2V.8D-2V. 

等をごイ吏用くださ L、。

同軸ケーブルの見方(8D-2Vの場合)

B 外部導体の概略内径

D 
特性インピ ダンスの種類を表す。
D......50Q C ......75Q 

2 絶縁方式を不す。 2…ポリエチレン絶縁形

V 
V … 重外部導体編組+塩イヒヒ三一ル

W..二重外部導体編組+塩イヒビニー jレ
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4圃

@ 

バンド使用区分について

UトlF帯では，つぎのようにJARL(日本アマチュア無線連盟)の推奨バンド使用区分が

決められていますので，ル ルに従って運用されるよう希望します。

各バンドの使用電波慣習には，寸分な注意をすムい，運用にあたっては無用な混乱が

生じぬよう，十分な配慮をお降、頁し¥いたします。

300 .900 432.0.240 433.0 .500 434.0 .500 435.0 438.0 439.0 .500 440.0 

↑ ↑ |ト衛星通信七 j I 回全電波型式吋
FM ・(AM.SSBー叫し ドτ吋tl.¥......lr 口寸-. I← (OW)--j T 

ow t十 !--(OW)一一一一時 Tf.-.ー(TV)--! レピータ出力..-J

」ーレピ-7入力
近距離小電力移動相互用周波数

非常通信周波数(FM用)

(注1) 431 .900MHz~432.240MHzの周波数帯は，月面反射通信，流星散乱通信，オーロラ反射通信などに使用する O

(注2) 431.000MHz~431.900MHz 及び 432. 240MHz ~ 434. 500MHzの各周波数帯の FM電波の占有周波数帯幅は，

16kHz以下とする円

(注3) レピータ用入出力周波数得の入出力周波数は， 5JIJに定める O

(注4) FM系による RTTY，SSTV及びFAXの運用は， 431 . OOOMHz~431 .300MHz及び全電波型式の周波数帯を使用

する。

麟基本的な受信のしかた

14 

①電源コ ド，アンテナ，スピーカーの接続が終わりましたら， POWER!VOLツマミ

をゆっくり回してパワーをONにします。周波数表示器(ディスプレイパネjレ)が

点灯し，動作を開始したことを示します。電源ON時は約0.5秒後に表示等が正常

に動作します。

(始めてノマワーをONにしますと， 3.33Rと表示されます。)

② POWER!VOLツマミを回すと，ノイズまたは信号がスピ カ から聞えます。

ツマミを回して適当な音量に調整してください。

ただし， SQUELCH(スケルチ)ツマミは反時計方向に回し切っておいてくださ L¥。

スケルチの使L寸¥たは 4頁を参照してください。

⑧メインダイヤルを回して希望の周波数に合わせます。



閤送信のしかた

@送信時の注意点

.HI-しowスイッチの使い方

①本機のアンテナ出力インピーダンスはらOQとな って いま すの て必 ず50Qのアン

テナを確実に取付けてお使いください。

②送信する前には，必ずその周波数をよく受信し，他局に妨害を与えないことを確

認してから送信してください。

③マイクのPTTスイッチを押しますと送信状態になり，送信(ONAIR)インジケ タ

が点灯し，メータ の指示も送信表示となります。この状態でマイクに向って

話せば音声が送信されます。マイクと口の間隔は 5cm位が適正です。あまり近す

ぎますと聞きぐるしい音声になり，日月瞭度もさがります。

ローカル局(比較的近くの局)との交信のとき，ノマワーを下げると他局への妨害も

少なくなり，電力の消費も少なくなります。

HI-LOWスイッチと出力の関係はつぎのようになっています。

TM-411 : H卜・・・・・・・・lOW/約 2.9A，LOW.........約 1 W/約1.3A

TM-41ID: Iイト........25W/約6.2A，LOW.........約 5W/約2.8A

送信時， RFインジケーターは HIGHパワーでは全て点灯しますが， LOWパワ では

2~4 個位になります。 LOWノマワ 時にはマイクチ工ツク機能も動作します。

霊童周波数の初期設定(リセット周波数)について

最初は下表のようにプリセッ卜されています。

電池交換のときなど，マイコンをリセットした場合，下表の周波数にプリセットさ

れます。

VFO.A 433.0MHz 

VFO.B 430.0MHz 

受信状態 439.92MHz 
RPT.C 

送イ言 >1犬態 434.92MHz 

Ml~M5 430.0MHz 

瞳ビープ音(動作指令)の種類について

各スイッチ類を操作すると，その操作に応じて確認音をビーフ。音(ピッという音)て

知らせます。下表にその種類を示します。

ヒー プ音 ビ ー プ 音 発 生 の 条 件

ピッ ( 1回) KEYが有効な時

誤動作警告

-メモリースキャンのとき全てのメモリーが0.00[lの

とき。(注 1参照)

ピ，ピ，ピ ( 3回) . OFFSETスイッチ誤操作のため送信てeオフ

ノてンド。

(与). OFFSETスイッチ誤操作のためREVスイッ

チONでOFFノYンドのとき。

ピ，ピ，ピ，ピ ( 4回)
DCLシスァム操作時CHLスイッチにより空チャンネル

に手多っ7ことき

ピ，ピ，ピ，ピ(4回のくり返し)
スプリットメモリ の送信周波数書き込み待機を示じ

書き込み完了まで発生します。

ピー，ピ …・・ピー (約 2秒) メモリ一書き込み待機中。(注 3参照)

ピー (約1.5才少) メモリー書き込み確認

(注 1)メモリー内容が空ですから，メモ 1)ーチャンネルにメモリーしてください。

(注 2)OFFSETスイッチでオフバンドしています。 OFFSETスイッチ位置を確認し

てく Tごさい。

(注 3)約 2秒ピー音が発生している間に，メモリーチャンネルナンバーキーを押し

てください。鳴り終るとメモリー書き込みは受けつけません。

ビープ音の音量は内部のボリウムを回すことによって好みの音量に調整できます。

(31頁参照)
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閤レピーターコールチャンネルおよびメモリーチャンネルの周波数書き込み方法

①Ml~M3の場合

(シンプレックスチャンネル)

②M4， M5， RPT.Cの場合

(スプリットチャンネル)

豊富スキャン操作のしかた

@メモリースキャン

16 

手 )1慎 イ吏用スイッチ類 重力 作

1 周波数の設定
メインダイヤル，マ

メモリ したい周波数に合わせます。
イクのUP/OWN

2 メモリー準備 1r:1::J1 

キ を押すとビープ音がピ ，ピ，・

ピーと約 2秒鳴ります。

よ記ビ フ。音が鳴っている聞に希望のメモ

3 
メモリ チャ リーチャンネルのキ を押します。

ンネルの設定 E盟一己ヨ ピーとビープ音がしてメモリーされたこと

が確認できます。

手 )1頃 使用スイッチ類 重力 作

受信周波数の メインダイヤル，マ
メモリーしたい受信周波数に合わせます。

二百天九王A. イクのUP/OWN

2 メモリ 準備 匝通
キーを押すとビープ音がピー，ピ ， 

ピーと約 2秒日鳥ります。

メモリーチャ 正日 上記ビーフ。音が鳴っている問に希望のメモ

3 
ンネルの指定

匪51
リーチャンネルを押します。

と受信周波数

のメモリー EHF=T コE 
ピー，とビープ音がして，受信周波数がメ

モリーされたことが確認できます。

メインダイヤル，マ
ビープ音が(ピピピピ)と 4回づっくり返さ

4 
送信用波数の

イクのUP/OWN
れます。

ニ言又凡疋{ 

匿量
受信状態でメモリ したい送信周波数に合

わせます。

(3)て押したキー (3)て押したキーをもう 度押します。

送信周波数の
ピー，とビ プ音がして，送信周波数がメ

5 
メモリー

モリーされたことが確認できます。

(送信間一リするまてビナ

は鳴り続けます。)

スキャン操作をするときは， SQUELCHツマミを調整して「ザー」と L寸雑音が消え

る位置に設定しておいてくださ L¥。

メモリーチャンネルをMlから M5まで順次スキャンします。

手 )11買 使用スイッチ類 重力 作 表示

Mlからスター卜する。
マイクのMRスイッチ

l 
スキャンスタ 「Ml→M2・…→M「 ドット

E宣

@ 

点;成

(約 1秒間押す)
(U.303は飛び越してスキャン

する。)

2 
信号のある所てスキャン一時停

止。

3 
メモリ chの マイクのUP/DWU

UP/DWN EES メモリ chがUP/DOWする。

4 スキャン解除
匡通または 解除されたときのメモリーチャ ドット

マイクのPTT ンネルてMR状態となる。
@ 

点灯



②プログラムスキャン

Jλ 

、jj
M

/
ヘ
ミ
十
ノ
ん

⑨メモリースキャン及びプログラム

スキャン解除について

VFO A又は Bのときにスキャンキ の操作てスキャンスター卜となり， M5の受信周

波数と送信周波数とで決められた範囲内をスキャンします。

左図のように， M5の受信周波数をR，送信周波数を Tとしますと，次に示すように，

スキャンをします。

1 ) VFOが a点にあった士参合 a点てスタ←卜すると

R T 

l E  l 
-ーーーーーーーー一--| となります。

UPスキャン

2 ) VFOが b点にあった場合， b点てスタ 卜すると

T R 

I-J一一一 !となりますo

UPスキャン

3 )欠の場合，スキャン範囲は全ての周波数になり，全ノてンド内スキャンします。

①受信周波数 Rc，送信周波数 Tが同じ場合

②受信周波数 Rc，送信周波数Tどちらか 方に， 439. 98MHz (VFO A使用時)叉

は439.99MHz(VFO B使用時)の周波数をメモリ した場合て¥VFOの周波数が

それぞれ a点のような状況にあるとき

(注)例えば439.OO~ 439. 98( 439.99) MHzの範囲をプログラムスキャンしたい場合は，

受信周波数 Rに430.00MHz，送信周波数 Tに439.00MHzをメモリーし VFOの周

波数を b点の様な状況とします。

4 )下表にプログラムスキャンの操作方法を示しますc

手 )1慎 使用スイッチ類 重力 作 備考

l 
スキャン範囲 正E IL~I 11::01 16頁の表にしたがって M5にメモ

の設定 ダイヤル， UP/OWN リ を書き込む

スキャンスタ
匡ヨ

ドット2 @ 

点滅

3 信号のある所て時停止 約 6秒後に再スター卜します

4 
J欠のチャンネ UP/OWN 信号の有無に関係なく進みます。

ルへ送る場合

早送りする場 UP/OWN UP/OWNを押しつづけると早送り

5 ぷ口入
匝ヨ になります。 叉匝司を押すと，

1 MHzづっUPします。

スキャン範囲 UP/OWN UP/OWNにて早送りして，受信ま

を変える場合 たは送信周波数を通過します。

6 
17"IJ: R→TへUPスキャンしていた

とき，早送りして Tを通過さ

せると T→RへUPスキャンし

ます。

7 
スキャン角平F余 Eヨまたは 解除させた周波数になります。 ドット

@ 

マイクのPTT 点灯

基本的解除はメモリースキャンはマイクの PTT，プロクラムスキャンは匡=キー

または PTTを一度押すことによって解除されます。なお， PTTスイッチでの解除の

とき送信はされません。

スキャン中に次の各動作をしたときは， 自動的にスキャンは解除されます。

1 )メモリ スキャン中キ ボード，マイクの MRスイッチを押したとき。

2 )プロクラムスキャン中匡盟キー，マイクの MRスイ yチを押したとき。

3 ) モ詰スイッチを押したとき。

4 )電源スイッチを切ったとき。

17 



関PR.W動作について

マイクチェック4幾貧E

IEBUWU1yzL7員会)

陸自首振り機構

18 

PR. W(プライオリティワッチ)をONすると，受信中どこの周波数を受信していても，

団7llJの周数が使用中(ビジー)かどうかをモニタ します。

使用中の場合，周波数表示がM1になり約 2秒受信します。

上図のように約 6秒に度匝Eを受信します。

ただ、し，現在受信している周波数に局がL¥なくて，団司コの周波数にも局がない時は，

表示も変わりません。また[M]Jrこ局がいなくても受信している周波数に局がいる場

合約0.3不正匝Eを受信します。

また直亙]を受信中は，キーボード類を操作しても無効になりますので注意してくだ

さい。

[OWノマワーで送信時，マイクのチェックが RFインジケ タ でできます。

マイクと変調回路が正しく動作しているかチェックできる機能てす。

LOWノマワ て送信時 RFインジケ タ は 2-4位点灯しますが，マイクから音声

を入れるとそのレベルに応じて RFインジケーターがフルスケールまで点灯します。

ヱド機は操作性の向上の為，ノマネル部分の角度が可変できます。

可変角度は上下各 3段 階 で12度ステップで可変でき最大上下36度迄可変できます。

o主〕パネル部分をアップ又はダウンする場合は静かにゆっくり行なってください。

乱暴な操作は故障の原因になる場合があります。



思固 Lシ ア につい
v
vら
い
?
判
令
上
F
4

盟DCLシス テム(DigitalChannel Linkシステム)とは，マイクロコンビューター制御により，空チャンネ

ルを探して自動的に 接 続 す る シ ス テ ム で す 。

①DCLシステムの特長 1 )デジタルコードの設定によって，自動的に任意の周波数から他の空チャンネル

で相手局との接続ができるほか，接続周波数での再呼び出し一一一リコール機能

を備えています。

2 )デジタルコードは 5桁により多くの組合せができます。さらに，そのコードの

メモリー機能，及ひ、複数コ ドの待ち受け設定機能を備えています。

3 )任意の周波数(スタ 卜周波数)と，接続周波数をメモリーして，交互に移動

ができるリノてース機能を備えています。

4 )コ ルサインを自動的に発射する機能を備えています。

5 )デジタルゴードで動作するコ ドスケルチ機能を備えています。

②コードスケルチの特長 1 )デジタル制御によるため，誤動作が極めて少なL¥0 

2 )複数のデジタ jレコードで待ち受けができます。

3 )待ち受け時でも DCLシステムが動作します。

(注)

1 .スタ 卜周波数(チャンネル)とは. DCLシステムを動作させた時の周波数(チ

ャンネル)て¥相手局に制御信号(デジタルコード，空チャンネルデーター，

コー jレサイン等)を送る周波数(チャンネ jレ)をし、 L、ます。

2.接続周波数(チャンネル)とは. DCしシステムにより自動的に探し出した空の

交信可能な周波数(チャンネル)をい心ます。

3.デジタルコ ドとは. DCしシステムが動作するための基本となる認識用コード

て¥同一デジタルコ ドの受信により接続周波数への移動や，コ ドスケルチ

の動イ乍をします。

⑧アスキーコード表 コールサインの設定Lこ使用します。(下記の表は 2桁の16進数を10進数で表わしたも

のです)

A 65 B 66 C 67 O 68 

E 69 F 70 G 71 H 72 

73 J 74 K 75 L 76 

M 77 N 78 O 79 P 80 

Q 81 R 82 S 83 T 84 

U 85 V 86 W 87 × 88 

Y 89 Z 90 スペース 32 

。 48 49 2 50 3 51 

4 52 5 53 6 54 7 55 

8 56 9 57 
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闇デジタルコードの設定

口町田口 z
o.口 0 0訂

M.CH 

E~ I PR.W I 巴日

[~附→斗て房副
一一…

匡盟匡司匡量
Eヨ匪司厄日

本機のデジタルコ ド設定には，次の機能があります。

( 1 )書き換え可能な 5種類(チャンネjレ)のデジタルコ ド(5桁)をメモリー

することができます。(デジタルコ ドメモリ のチャンネル番号はありません)

( 2 )各デジタルコ ドに米待ち受けの指定ができます。

裟(後述の生続動作及ひコードスケルチの頁を参照してください。)

操作のしかた

操 作 手 )1康

①デジタルコ ド表示にするには巨ヨキ を押します。

(最初はすべて 00000 がメモリ されています。)

②任意のコ ドの設定は，E雪，[2誼，巴量，正司庄司

のキーを押します。このとき，これら 5つのキーはデ

ジタルコードの左から 1ケタ目， 2ケ夕日一… 5ケタ

自に相当します。

//1¥¥ 
EEE匡ヨ匝ヨ匝孟E盟

③待ち受けの指定は，E!語キーを押します。

20 

動 イ乍

1回押すとデジタルコ ド表示となり.8
のLEDが点灯します。

(もう一度押すと周波数表示にもどります。)

置畳一匝自の各キ は， 1回押すごとに，

O → 1→ 2・・・・・ 8→ 9と UPします。(押し続

けると連続て UPします。)

左図の場令，E2宣キ を 1 田，~重量キーを 2
E ， E3jキーを 3 回，己孟キを 4 回，~盟
キーを 5回押しますと，デジタルコード 12 

345が設定てきます。

1回押すと，待ち受け表示(左図の場合 5) 

が点灯します。もう一度押しますと表示は消

えます。

備 考

この操作は~キ
のON.OFFにかかわ

らず働きます。

08状態ては受信

の動作はしますが，

送信はできません。

O各キーを押し終わる

と同時にメモリーさ

れます。

この十呆イ乍はテfジタ jレコ

ド表示中のみ有効で

す。



操 f乍 手 )1頂

④その他4種類(チャンネjレ)のデジタルコ ドの表示

は.1QC.SQ Iキーを押します。

(③即時から， I QC.SQ Iキーを 1度押した状態です。)

⑤周波数表示にもどすのは. I <J CSコキーを十甲します。

動 イ乍 備 考

I QC.SQ Iキ を 1回押すごとに次のデジタルドのデジタルコード表

コー|ご表示になります。そして，そのつど上|示状態では巨ヨキ一

言己の②，③の操作をし，任意のデジタルコ |はチャンネル送リキー

ドを入力します。叉， 5種類のデジタルコー !として動作するため，

ドをメモリ した場合， 5回IQC.SQ Iキーを押巨司の OLEDはON，

しますと，元のデジタルコ ドにもどります。 IOFFしません。

(ただし，各デジタ jレコードが何番目のデジタ

ルコードなのかは表示されません。)

すべての操作の終7後;~キ を押して |周波数表示にしておき

周波数表示にもどしておきますの iませんと，送信できま

せん。

〔注)1 送信時に有効なデジタルコードは，~キーを押して表示されるものです。

2.受信時に有効なデジタルコードは，8 キーを押して表示されるものと，待ち受け表示のデジタルコード全てです。

3.待ち受け用のデジタルコードでDCしシステムが接続動作した場合は，そのコードが8 キーを押して表示される

コードとなります。(詳細は P25参照)

覇軍コールサインの設定

操作のしかた

操 イ乍 手

本機はコールサインを， 1桁つoつ 10進のアスキ ゴ ドで表示，入力してL¥〈方法

です。 19頁のアスキ コード表を参照して設定します。

叉，コールサインを設定し終わりましたら，あなたが木機を使用する限りは，いっ

さいゴールサインを設定する必要はありません。(但しリセットスイッチ 31項，に

より初期状態とした場合は，再度入力する必要があります)

)IWi 動 f乍 備 考

①コールサイン表示にするには，まず※巨ヨキーを押

し，~キーを押します。
~キーを 1 回押すごとにコールサイン
表示，デジタルコード表示と交互に表示され

ます。(この場合は，コ ルサイン表示にしま

す。)

デジタルコード表示よ

り，~を押し，ゴー
ルサイン表示になる時業(デジタルコードの設定①と同じ動作となります。)

はいつも l DCという

左図の場合， J CEの 1とは，コールサイン |様に 1ケタ目から表示

の lケタ自の事て¥例えばJAIYKXの場合されます。

1ケ夕日すなわち Jに相当します。
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E事匡量匝司
Eヨra5JB孟日@日BBs

匹~ IpRwl ~ 

己主汐当金l

操作のしかた

操 手 JI慎 備 考イ乍

②コールサイン(アスキーコード表参照)の入力匝司，

t昌 の キ 引甲します。この時，これらの 2つのキー

はゴ ルサイン(アスキ ゴ←ド)の l番目， 2番自

に相当します。

国
¥
 

凹
t
l

国

動 作

区日状態では，受信

の動イ乍はしますが，送

信はできません。

③/欠のケタのコ ルサイン表示は.I OC.SQ Iキーを押しま

す。

(②習の状態からE司キーを一度押した状態)

④周波数表示にもどすには，~ヨキ を押します。

巳ヨ正日の各キーは， 1回押すごとに，

Lo→ l→ 2→ 3 ...... 8→ 9JとUPします。

(押し続けると連続で UPします。)

左図の掛(コールサイン J=河)は伝盟キ

ーを 7回，Bヨキ を4回押した状態です。

1回押すごとに，次のケタのコ ルサイン表

示となります。 そのつど②の操作をくり返し，

あなたのコ ルサインを入力します。

イチ11えば， JAl YK)くの場合， Jは②で入力されま

すのて¥残りの文字 (A)→65，

I Oc.sa Iを押す， (1)→49，IOC501， (Y)→89， 

I oc.sa!を押す， (K)→75， 1 0 C50 1， (X)→88， 

と押し，これでコールサインの入力が終わり

ます。

すべての操作の終了後，~訂キ を押して，

周波数表示にもどしておきます。

示

一
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周波数表示にしておか

ないと，送信てきませ

ん。
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あなたのコールサイン
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闇接続動作の操作方法

操作のしかた

デジタルコ ドの設定，コールサインの設定が終わりましたら，いよいよ DCLシス

テムによる千妾続動作の十桑作をしてみましよう o

交信中など別のチャンネルに移りたい時，ワンタッチて¥空チャンネルに向 のデ

ジタルコ ドの局と共に移ることができます。

操 備 考作 )1慎

①システムを ONするために.~キ を押します。

手 動 f乍

B キーONの状態で

は.~キが動作し
ません。

②引き込み重力作には，マイクの占キ を押します。

シフトスイッチがシンプレックス(5)以外の時はCHしキ

ーは働きませんO

作

す

り

動

ま

な

ム

し

と

テ

灯

下

ス

点

印

シ

が

t

L

h

U

M

Y

 

C
「に
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h

u

j

L

J

ム

引

の

テ

α
「ゴス

ム
一
川
一
シ

テ
「
川
」

ス

人

と

シ

U

付

〆

デ

+

寸

』

と

uuh
一
度

す

時

一

押
川
、
っ
、
一

度

能

も

す

1

可

(

ま

l 度押すと~のインジケータ が点滅

し出し，同時に空チャンネルをランダムに探

しに行き， (周波数表示も空チャンネルを表示

します。)また元のスタートチャンネルにもど

リ， 白動的に送信して，探し出した空チャン

ネルに移ります。(この場合，同ーのデジタル

コードの相手局がスタートチャンネルで受信

すると相手局も同じ空チャンネルに移ってく

る)

1.空チャンネルが見つ

からないときは， PTT 

swて解F余すること

ができます。

2.スタ トチャンネル

に局がある場合は，

自動送信されず，受

信モニタ 状態とな

りますので伏況を

よく判断してから，

PTT SWで強制的に

送信することができ

ます。

操作のしかた

ここで簡単な例を示します。

引き込む局・・・・一......A局 待ち受け局............B局

デジタルコ ド・・・・・・ 12 345 

今， 433.00MHz(コールチャンネル)て， A局と B局が交信中，空チャンネjレに移る

事になったときは，次の操作をします。(この場合， 433.00MHzをスタ トチャンネ

ルと呼びます。)

A 局

①デジタルゴードの確認をします。

B キーを押し，デジタルコードが 12 3 4 5てある軒

確認してから，G:ヨキーをもう 1度押します。

B 局

①デジタルコ←ドの確認をします。

巨ヨキーを押し，デジタルコ ドが 12 345である事を

確認してから.8キ をもう 1度押します。
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回目白Lf.... 
Cf.日 110訂

M，C羽

E事匡量匿量
Eヨ~長田

E~ I PR.W I 巴日

己==タ当金)

操作のしかた

A 局

②巨日キ を押して， DCしシステムを ONにします。

③マイクの占キーを押します。

~インジケ ターが点滅し，空チャンネルを探しに行き

ます。(この場合，空チャンネルは， 433.32MHzとします。)

④スタートチャンネルにもどり， 自動的に送信をします。

(スタ トチャンネル433.00MHzでデータを送信する。)

⑤空チャンネルに移ります。

24 

空チャンネル (433.32MHz)に移ると同時に巨日インジケ

タ が点滅から点灯に変わり，ビープ音(ピピピピ)て¥接続

動作の終了を知らせます。

B 局

②巨Eキーを押して， DCLシステムを ONにします。

③そのまま待機

④ A局の送信デタを受信する。

⑤空チャンネルに移ります。

空チャンネル (433.32MHz) に移ると同時に~インジケ

タ が点止丁し， ビ プ音(ピピピピ)て7妾続重力イ乍の終了を知ら

せます。



関DCLシ ス テ ム 運用時の注意点

1) 待受け用のデジタルコード

これは，待ち受け状態(上の仔IJでは B局の場合)にあるときに，引き込まれるの

に使用したいデジタルコードの事です。

待ち受け用のデジタルコードとしては，図 1の様に待ち受け表示のあるコードは

全て相当します。

J Eヨ吋5ト待ち受け表示

図 1

ただし B キ の ON時に表示されるコード(これを送信用デジタルコードと

も言います。)は，この待ち受け表示の有無に関係なく，待ち受け用のデジタルコ

ードとなります。

例えは図 2の様な内容のデジタルコードが B局にメモリーされているとき，待ち

受け用として使用できるのは， a， b. dのコ ドとなります。この場合A局が

a， b， d のいずれかのコ ドを使用して送信した士表会であっても. B局が引き

込まれるのです。

DUE口E

その他のメモリーされている

コード

o 11E円ヨEJl 

d 11ヨ円 jE E | 

e 

図 2

そして使用されたコ ドは次の送信用デジタルコードとして自動的に入れ替わり

ます。

例えは‘，上の例では B局が図 2のゴ ドをメモリーしている時に. A局が dのコ

ードで送信し. B局を空チャンネルに引き込んだ場合. B 局の~ON 時のコ
ドは

一

a
E山一

一コC
一

一
6

・a・1
U1・一

コ1
d

一
と変わります。(これは後に述べるコードスケルチにも共通です。)

2) CHLインジケータ一点灯中の接続動作

インジケ タ一点灯中(接続動作終了後)は絶対に引き込まれることはありませ

ん。これは誤操作等により再度別の空チャンネルに引き込まれることを防止して

います。

3 )プロテクトチャンネル(メモリーの 2チャンネル)について

これは，引き込まれたくない場合などのチャンネルとして使用できます。本機の

場合メモリーの 2チャンネルの運用では. DCLシステム ONであっても絶対に引

き込まれることはありません。

4)空チャンネルの判定について

本機のDCLシステムでは，約 14dBμ(約0.2μV)以下の信号が，約1.5秒間無い状

態を空チャンネルと判断していますが，状況の変化によっては，接続された周波

数が空でない場合もありますので，チャンネルチェックは必ず行なう様にしてく

fゴさい。

25 
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巴ヨ匡宣伝日

5 )空チャンネル探し，

空チャンネjレ探しは， FM電波の使用可能ノてンド内 (432.26-433.98，438.02-

438.98)を20kHzステッフ。でランダムに行ないますが， 433 . 00， 433.500及びメモ

リ-3の内容(周波数)をスキップして行ないます。(ただし接続動作時スター卜の

周波数は，どこからでも OKです。)

111:||;lJZ 
| 空CH探し I I 空CH探し I I 空CH探し 1

6 )局が出ていると自動送信しない。

438.000 M3 439.000 440.000 

I;CH~~I 出
探し

DCしシステムによる接続動作ては，引き込む局が空チャンネルを探し出し，スタ

ートチャンネルで自動送信をしようとする時に，イ也の局が出ていると自動送信を

せずに，その局がいなくなるまで待ってから自動送信をします。

例えば上の例では， A局が空チャンネルを探しにいっている問に， 433. OOOMHz に

イ也の局 (C局)が出てきてしまった場合， C局がいなくなるまで自動送信をしませ

ん。 このキ様蒙な時は， C局がいな〈なるまて

この様な士場暴合受信モ三夕一状態となりますのてで砂¥状犬:況兄に応応、じて PTTを押し， マニ

ュアル操作て送信することができます。

7)スキャン

スキャン中は，接続動作の ONはできません。

8 )プライオリティワッチ

プライオリティワッチ ON時に接続動作をしますと，プライオリティワッチが解

F余されてからす妄続動作をスター卜します。

9 )相手局を引き込まない。

相手局の状況(システムスイッチOFF，デジタルコードの不一一致等)，混信，電波

の伝播状態，マイクロゴンピュ ターの過渡現象，ノイズ等によって，空チャン

ネルへの荏続ができない場合も生じます。

10) PTTスイッチによる普通の送信について

DCLシステムスイッチがONの状態では，送信の初めに制御信号(データ)が約0.2

秒入りますのて¥一呼吸の聞をとってから話しましょ，う。

11)シフトスイッチ

シフトスイッチがシンプレックス(S ) 1-)、外(十， -)の時は接続動作はONてきま

せん。シンプレックスの位置にもどしてから行なって下さい。

12)デジタルコード表示中の接続動作

巴ヨ ON状態(デジタルコード表示状態)で接続動作可能信号を受信しますと，

BOFFと同時に空チャンネルに移る動作となります。この場合8 キーを

2度押しても空チャンネルに移る動作となりますが，押すタイミングによりディ

スプレイ内で誤表示致しますので注意して下さい。誤表示の場合(本機の重力作に

は，異状有りませんが)， P31マイコンリセットの項を参照して下さい。



リコール機能

関リコール機能の操作方法

リコ ル機能とは，再接続動作(再引き込み動作)の事で，これは例えば前項の A局

とB局の場合，回のように A局が空チャンネル (433.320)に移り，接続動作が終了

した時に， B局が何らかの王里由(スタ トチャンネル(433.00)で混信，妨害などを

受ける)て，空チャンネル(433.32Jに引き込まれなかった時， A局がこのリコール

動作を使用して，再びB局を空チャンネル (433.32)に引き込む機能の事です。

A 局 B 局

操作のしかた(A局が接続動作柊7後 B局が空チャンネルに引き込まれなかった時)

A 局の操作手 )1頂

CHl 

再びマイクの Cコキーを押します。

すると，前頁の④，⑤の重力作を再び行ないます。

(巨日インジケータ一点灯中は，この動作を何度ても行なえます。)

リセット機能

闇リセット機能及びリバース機能の操作方法

リパース4幾首E

操作のしかた

接続重力作終了後(巨日インジケータ一点灯中)，再び別の空チャンネルに移りたい

時，この @.i:]インジケーターを消す(接続状態の解除)機能の事で，この操作を

行なえば，再び相手を引き込んだり，相手に引き込まれたりする事ができるよう(接

続可能状態)になります。

接続重力作終了後， リコール動作を何度行なっても，相手局が空チャンネルに移って

来ないとき，イタlえば前項の A局と B局の場合， B局が空チャンネルに全っく移って

来ないとき (DCLシステムを ONしていなかった， XはB局に強い;昆信があったなど

A局はワンタッチでスタ トチャンネルにもどり， B局に指示し，再びワンタッチ

で空チャンネルにもどる機能のことです。

(この機能は， リセット機能と連動しています。)

操 動 イ乍 備 考作 手 )1康

すをキ問。のクイ叉

機

一
ト

キ
一
回

一一一一一一 一一一←ー←

接続重力作終了後， 度押すと， @.i:]インジケ

タ が消え， t妾帝完重力作三〉伏態を角引余します。

(叉，接続可能な状態となり，再び23頁の項で

述べた，接続動作ができます。)
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回目回目立
O.口 on訂

M.CH 

EE  百四 ~ 

E22匡量匡量
[ÖJ~副巳詞

hUSY土己タ告会l

操作のしかた

操 作 手 )1頂

②リパス機能

庄司キー，叉はマイクのごろキーを押します。

動 作 備 考

もう 度押すと，スタ トチャンネル (433.00 I接続動作終了と同時に

MHz) を表示し，もう 度押すと空チャンネ lスタ トチャンネルと

ル 433.32MHzを表示します。(その後ー一度押 |空チャンネルをマイコ

すたびにスタ トチャンネル，空チャンネル|ンがメモリーしていま

を交互に表示します。す。

層調コードスケルチの操作方法

28 

C 局

特定の局とだけ交信したい場合，特定の局が入感したときに音声が聞こえ出す機能

ですo

{71Jえば， c局が O局とだけ交信したい場合，あらかじめ周波数とデジタ jレコードを

;夫めておきます。 ここでは，

周 波数:433. OOMHz， 

とします。

デジタルコ ド 12345

D 局

①~キ を押し 欠 に loC.sヨキーを押すと，コ ドスケル|①巨日キ を押し， DCLシステムを ONにします。

チが ONになります。(各キーの LEDが点灯し，音声がカッ卜

されます。)



C 局 D 局

e他の局(デジタルコ ドの別な局，テツタルゴードの無い局) I②食事中 等。

、
γ 

、
./ 

が入感しでも音声は聞こえません。

③ D局の入感(待ち受けコードの一致)により， I QC.SQ IのLEDが|③マイクのPTTを押し，送信コード情報を送ります。

i肖え ， 音 声 が間こえ出します。コード情 報 は ， 送 信 し た 瞬 間 と ， 送 信 を や め た 瞬 間 に送ら

れます。)

O コ ドスケルチは DCLシステムがONのときのみ有効です。

O コ ドスケルチ状態のマニュアル解除は IQC.SQ Iキ をもう一度押すか，マイク

の PTTを押します。(ただし送信にはなりません。)

O コ ドスケルチ状態でも. DCLシステムによる接続の動作は有効です。

O コードスケルチ状態てa も，プライオリティワッチの重力作は優先されます。

29 



開運用に当つてのご注意

その他取扱上のご注意

30 

電波を発射する前に JAIA 

ハムバンドの近くには，多くの業務用無線局の周波数があり運用されています。これ

らの無線局の至近距離て電波を発射するとアマチュア局が電J皮/去令を満足していても，

不測の電波障害が発生することがあり，移動運用の際にはじゅうぶんご注意くださ L、。

とくにつぎの場所での運用は原則として行なわずL必要な場合は管理者の承認を得るよ

うにしましょう。

民間航空機内，空航敷地内，新幹線車柄内，業務用無線局及び中継局周辺等。

参考 無線局運用規則 第 9章アマチュア局の運用(発射の制限等)

第258条

アマチュア局は白局の発射する電波がイ也の無線局の運用叉は放送の受信に支嘩

を与え，若しくは与えるおそれがあるときは，すみやかに当該周波数による電

波の発射を中止しなければならない

以下略

TM-411， TM-411Dについて説明してまいりましたが欠のことを留意され快適な運用をお

楽しみくださ L、。

最近アマチュア局の運用て特に都会の人家密集地帯等ての運用が，時としてテレビやラジ

オ，ステレオ等に対する電波棒害を生じ，社会的問題となる場合が見うけられます》もち

ろんアマチュア無線局側にすへての責任があるわけではありません。機器メーカー側と致

しましでもスプリアス等の不要椙射の発射を極力/成らし，質の良い電波の発射ができるよ

うに念入りに調整検査を行って出荷数しております}もし万一，本機を使用して運用中に

よ記の電波障害を生じた場合には，ノ欠の事項に在意して対処され，正しく楽しい運用を行

なわれるようお開員L、致しますけ

@アマチュア無線局は， 自局の発射す~電J皮がテレヒやラジオ，ステレオ等の受信や再生

に障害を与えたり，障害を受けている旨の連絡を受けた場合には，電波法令(運用規則

258条)に従ってただちに電波の発射を中止し障害の程度，有無を確認してくださ L¥1 

VHF帯機器ては一般放送用ラジオに対する混信妨害は殆ど見受けられませんz

障害が白局の電波によるものであると確認された場合には，送信1~11 の原因か受信仰|の原

因か大体の見極をつける:必要がありますけ見極めをつける場合にはかなり専門的知識を

要する場合もあリますので，次のようにして処置を取られるのも 方法と思います。

①送信機が日月らかに発振等の異常勤作をしている場合は，寄生振動やスプリアスの発射が

ふえ，送信側からの障害もふえますので，このような士多合にはもよりの当社通信機サー

ビス窓口にて修聖里を申しつけられるようお師、買いします。

②受信1&11での原因による陣害の場合は，その対策は単に技術的な問題に留まらず，ご近所

ての交際上もなかなか難しい場合が見受けられます。従って，このような場合も総合し

てアマチニLア局による電波障害問題については JARL(日本アマチュア無線連盟)ではア

マチュア局側の申し出により，その対策と障害防止の相談を受けますのて¥JARLの監査

指導委員または JARL事務局に申し出られると良い結果が得られると思われます。 JARL

ではアマチニLア局の電波障害対策の手引きとして rTVI・ステレオ|対策ノ←ト」を有料

( 1部50円 干70円)て配布しておりますから. JARL事務局に申し込まれるのも良いと思

います。

日本アマチュア無線連盟 (JARL)

〒170東京都豊島区巣鴨 1-14-2 n (03) 947十 8221代

次のような使用方法をいたしますと，本機の性能を完全に発揮できないはかりか，故障の

原因にもなります。本機を設置する時，ご使用時には，十分ご注意ください。

①内部のコアやトリマーは，調整済みで与すから，手を触れないでください。

②本機をカーヒーターの熱風吹き出し口に設置しないでください o

③本機に電源を接続するときにEB.θを間違えないように配線してください。

④本機は. 12Vバッテリ一周です o 大型車などの24Vバッテリーには使用できません。

⑤夏季炎天下において，長時間駐車後は車内温度が下がらないうちに送信 (ONAIR)しな

いでください。

⑥固定局で運用するときは，湿度の高い所や直射日光の当る所は避けてくだ8い。



鶴田 @ 

盟ケースのはずし方

ゆるめる

( 4本)

J『ゆるめる(4本)

可 (車載用ポスがついてます)

下回の要領てケースをはずしてください。

①両サイドのビスを 8本ゆるめる (O2.6X5 mm)。

②上ケースの場合， ビスを 2木はずす (O2.6X5 mm)。

③下ケースの場合， ビスを 3本はずす (O2.6X 5 mm)。

量調車載ボスのはずし方，取り付け方 鞠ビープ音の音量調整法

※平ワッシャは絶対に忘れないでください。

(っけないと車載アングルにうまく取付き

ません。)

※但し TM-211と 2段重ねするときは，車載

取付金具を使用し，平ワッシャは不要です。

左図のように，好みの

音量になるようにBunit

(X53-1380-00)のVR7

を調整してください。

①ケス(下)をはずす。

②VR7を調整する O

③ケース(下)を取付ける。

関マイコンパックアップ用リチウム電i也について

瞳リセットについて

一~穴

豊富スキャンストップモードの変更

関パネル面首振りについて

本機には，マイクロゴンビューターのパックアップ電源としてリチウム電池が内蔵

されています。従って，本機の電源スイッチをOFFにしたり，電源コードを抜いて

も，メモリ は保持されます。

リチウム電池の寿命は約 5年てす。

周波数の表示がおかしくなった場合には， Bユニットのリセットスイッチを押して

リセットしてください(リセットのしかたをお読みくださ L¥)。

リセッ卜してもなお周波数の表示が正しくない場合は， リチウム電池の寿命を示し

ていますのて，お早包に交換してください。

くご注意〉

本セットはバックアッフ用リチウム電池なしでは使用できません。必ず専用のパッ

クアップ用 1)チウム電池が必要で、す。

マイコンパックアップ用リチウム電池の交換は，必ずお買い求めていただいた販売

庖または最寄りのサービス・ステーションで行ってください。

本機は，マイコンをリセット(初期状態)することができます。

リセットするときには， リセットスイッチ以外には絶対にふれることのないように

お願いします。マイコンが壊れることがあります。

O本機が誤動作を起こした場合は，直ぐにリセットとはせず(メモリーされているものが消えてしまう。)

電源スイッチのOFF/ONをゆっくり行なってから(これで直る場合もあります)にしてください。

O電源スイッチをONIこして穴から棒で内部のスイッチを押してください。

O棒は非伝導体のものを使用してください。

各スキャン機能はタイムオペレ トスキャン(TO)です。これは信号のあるところで

停止し，その後約 6秒で再スタ トする方式てす。しかし，信号がある所でストッ

プし信号がなくなると再スタ トするキャリアオペレ トスキャン(CO)に変更する

こともできます。

希望の方はもよりのサービスステーションへご相談くださ L¥。

首振りは機構的に精度が要求されます。パネル面をはずしたり，また無理な力を加

えることのないようお願L、します。

盟コールサインモニター用テストポイントについて

A4ァ
S2 

これはコ ルサインディスプレイ(オプション)使用時に，自局コールサインのモ

ニタ として利用します。本機の場合 Bユニット上(ビープ音調整参照)のテスト

ポイン卜 (S2)です。叉，この 2本のテストポイン卜をSHORTしますと， DCLシステ

ム動作時のデータが，スピーカーによってモニターできる様にもなりますが，受信

時にはノイズの廻り込みが少しありますので注意してください。
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留置密密密富田 瞳... 据置留置

麟 レピーターとは

? 
O 

関 TM-411でのレピーター運用方法

32 

議

レピーターとは無線自動中継局のことで，今までは通達距離が限られていたものが，

レピータ によってさらに広い範囲のQSOを可能にするものです。

レピーター局

A局
日局 /í~失え

1¥.ン¥手取

レピータ のシステムは，例えばA局がレピ ターの入力周波数f1で電波を発射す

ると，レピ タ はそれを受信し，同一ノてンド内の一定間隔はなれた出力周波数f2

に変えて，一定の出力で自動的に中継送信してくれます。受信相手 B局はそのレピ

ーターからのたを受信します。 B局が送信する場合も flで送信し， A局はらを受信

します。以上のシステムにより自動中継してくれるわけです。

ただし， 日本ではある符号をもった局だけがレピータ をイ吏用できるクローズドレ

ピ タ一方式となっており，この方式に CTCSS(Continuous Tone Coded Squelch 

System)方式を採用しています。

CTCSS方式とは，音声信号と同時に連続したトーンで変調されたFM電波によって，

レピ ターの受信部を動作させ送信部を働かせる方式です。

現在トーン周波数は88.5Hz1波のみですが，近い将来レピ ターの多局化により卜

ン周波数の増加が予想されます。

TM-411， TM-411Dではトーン周波数88.5Hzは内蔵(固定)されています。

また他にトーン周波数が必要な場合は，オプションのTU嗣 48を取り付けるニとによ

り，得rることカゼて。きます。

TM-411では欠の 4通りのレピータ一周波数設定方式があります。

ト ン周波数 十呆 イ乍 シフトスイッチ

1 RPT. C運用 88.5Hz 送，受信周波数をメモリ する。 任意の位置

2 
M4， M5スフ。リッ

トメモリー運用

88.5Hz 

(第 2トン)
送，受信周波数をメモリ する。 (十)またはト)

MI-M3シンフ。
88.5Hz レ ピ タ の送信周波数をメモリ

3 レックスメモリ (一)

-1軍用
(第 2トン) ーする。

4 VFO運用
88.5Hz レピーターの送信周波数にVFOを

じ第 2トーン) 合やせる。
(一)

(注)3， 4の場合，現在レピーターアクセス周波数が-5MHzのため， (一)にシフ

卜スイッチを合わせます。

(注)送信のときOFFSET周波数が帯域外にある場合はピー，ピー音を発生しシンプ

レックス動作をします。

(注)オプションのTU-4Bを取り付けると 2， 3， 4のトーン周波数はTU-4Bで設定

された周波数になります。

(注)RPT. C及びシフトスイッチを，送信状態で操作した場合にはトーンが変調され

ません。



瞳レピータ一周波数

闇JRIWA局の使用方法

くJARL設定レピータ一入力・出力周波数〉

入力周波数(MHz) 出力周波数(MHz) 入力周波数(MHz) 出力周波数(MHz)
434.52 439.52 434.76 439.76 
434.54 439.54 434.78 439.78 
434.56 439.56 434.80 439.80 
434.58 439.58 434.82 439.82 
434.60 439.60 434.84 439.84 
434.62 439.62 434.86 439.86 
434.64 439.64 434.88 439.88 
434.66 439.66 434.90 439.90 
434.68 439.68 434.92 439.92 
434.70 439.70 434.94 439.94 
434.72 439.72 434.96 439.96 
434.74 439.74 434.98 439.98 

1 .使用できるトランシーパ は，送信周波数が 434.92MHz，受信周波数は439.92

MHzで送受転換が一挙動ででき，かっ，音声変調の有無に関係なく， 88.5Hz (偏

差約0.5%以内)のトーン信号で土0.5kHzの周波数偏移で変調されているものです。

2. レピ タ の局を利用する場合は，受信周波数でワッチし，使用の有無を確認

してください。

3. FMトランシノ Yーのマイクロホンに付いているプレストーク・スイッチを押し

て，すぐもどすと，レピーターが動作すれば， JR1 WAのゴ ルサインがモール

ス符号で受信でき，これによって， レピーターに電波が達しているかどうががわ

かります。

4 通話は簡潔に，かつ短時間に行ってください。一回の通話が連続して 3分を超

える場合および通話と通話を相互に繰り返し， 3分を超える場合は， 自動的にレ

ピーターの送信は停止します。 互送信が停止した後は欠の通話は必ず 5秒間

の間隔をおいてから行ってください。

5 初めの利用者相互による通話が， 3分間以内，たとえば2分間で終了した場合

は欠の利用者は， 5秒間の間隔をおいてから通話を開始してくださ L¥。 5秒以

内に通話を開始した場合は，約 1分間て自動的にレピータ の送信は停止します。

6. F2，円以外の電波て¥ レピーターによる自重力中継は，絶対に行わないでくださ

L ¥。

7. i童話と通話の間隔の時聞が 5秒を超えますと自動的にレピーターの送信は停止

しますから， レピーターの入力信号が 5秒間とだえないように送信してくださ L¥0  

8. 混信等のため利用が不可能になった場合は，その運用を予告なしに中断するこ

とがあります。

9. レピーターを利用するときは， 白局のコールサインと電波の発射地点を必ず送

信してください。

10. 送信電波の質が電波法令に令致しない場合， または混信等のためその利用が不

可能な場合は，連盟事務局業務課03-947-8221に電話で通報してくださ L¥o  

閤トーン・ユニット TU-4S(オプション)の取付方法

図 1

1 .下倶IJケ スをはずします。 (P.31ケースのはずし方参照)

2. TM-411/0付属のト ンユニット取付用クッションを図-1のようにTU-4Bの

裏(半田面倒)の点線の位置にはります。

3. 国 2のようにBユニットに取り付けてある 3PのコネクターをTU-4Bに差し込

みます。

4. 図ー 2のようにTU-4Bを耳又付位置に入れ図-3のような位置に押しつけてはり

ます0

5. 図-4を参照してBユニットの014のリードをカットします。
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(注)

1 . TU-4Bは出荷時に出力は調整済ですのでボリュームには触れないようご注意〈

ナ三さ L、0

2.ケ ス，力ノてーなどを取りはずす時また取り付けるときは十分注意して行なっ

てください。

3. ト ン周波数とデイツプスイッチの関係はTU-4B付属の周波数銘板を参照して

くださ L¥。

線材

O 



盟国 リー

開固定局用 DC安定化電源 PS-21 

直流安定化電源て'すO 出力端子のショートおよび過大主主流からセットを守る保護団

路を内蔵しております。

麟固定局用 DC安定化電源 PS-430 

TM-411Dにマッチした直流安定化電源です。 TM-411Dと組合せて使用することによ

り，快適な固定局運用が楽しめます。 TM-411にも使用てきます。

関コールサインディスプレイ CD-l0 

関電源ケーブJレ

本機に接続することにより，相手局 (DCLシステム内蔵機の場合)のコールサインが

モニターできます。

電源ケーブルは，下記の対照表を参照し，新タイプのものでお求めくださ L、。

新タイプ品名 適 用 機 ヰ重
ヒューズ容量

旧タイプ品名
@ イ則 θ 側

TM-21l/D 
PG-2L 

TM-41l/D 
20A 20A PG-2H 

」問問問--周一

35 



盟圃

i TM-411タイプを申請する場合|

TM-411で，アマチユア無線局を申請する場合は，市販の申請書に下記事項をまちがいなく記載の上，申請してください。

また. TM-411は. JARL登録機種ですから，保証願に登録番号丁目を記載することにより，送信機系統図を省略することができます。

無線局事項笹 保証願
21 ~，'1!する問必 2支の徒同0" 1' 線-.tl: IJ ， ー正t喰ノi小パ

l司直阪帝
}'ql柑屯 1)

IW) 

川
↑
ぺ

M57752X 1 

13.~ ¥四¥， w 

無 線 設 備 等

J:，j ;1支給 '竹I'llti'，ι1) ，L: A: )1 "，'1 人

¥ 'ÍJ': H揖H .I)ü'j~ 昨日/，;1- 、:nれ. く"
430MHz 10 W F3， F2 'itfjf"J能な'，li:史刀円"八 I，'，J 沌杭.勺蛇1111

，~ 

Mlh 明 ，'u 1山 1，，1赴 T83 

MHz ¥1 川 2，と1"快

1" MHz ¥1 ，~'~ 3 i ~ f" f発

Mllz u ，'<¥4;'.，1"陪

トヨE
:-.1Hz ¥1 :u 5 i~f" 快

MHz ¥1 'i; 6 ， ~f" 機

4正{夜九円パ 22 1 ''f~u :l:" t . 、fI 1 J~ /"問 苛~ 2 ，':，. j"慢

430 ~I . I IO F3， F2 党qj.f自主公
定t喰ノ}小パ

!川崎歓乃範

阿

430r.1Hz帯 F3，F2 

4: ，，'Pojノl

'1ア?タ， "を凋

A 

品'，:i: ~'t I • 
."惚Ij..l.tl屯!夜11..'1'，3~:: !lL"，i.. jる奈川に;;-欽る

@措使用する送信空中線の型式を記入してください。

|TM-411Dタイプを申請する場合!

第 2級アマチュア無線技士以上の資格をもち. TM-41IDタイプで申請される場合は，市販の申請書に下記事項をまちがいなく

記載の上，申請してください。

また. TM-41IDは. JARL登録機種ですから，保証願に登録番号丁目M を記載することにより，送信機系統図を省略すること

ができます。

無線局事項密 保証願

!
 
:
 

て
-
貯
一

z

J

 

j

J

 

川
一
の
一

定

-

-

1

ー

竜
一
リ
一

"
一
竜
一
回

電

一

、

敏
一
二
u

t
S
T

・-1
4
1
1

1
 

肉
i
iし

l

一

島
町
白
川
和
駅
一

〉
;
7
:
 

時
一
判
ド
一
日

湖一

T
l
l十

|

ゐ
一
概
一

ト
ー
-
訟
一

M

リ

n
即

権

一

o

ae
一
周
一
日

1
-
2

F

 
221事誌は ~ 1 15 ね縄 第 2l~f， no:t 無線 設備等

|、¥ ，'H快朴 'J;~H 品りれ L 、，; f，!'1、4占

! 一¥ 叫J"rÚ~ t;"，凶ノ，'I.'J;¥. '.'.J.，Jd;~." 位 1' "，

b竺
M57729X 1 

1，'，1 A: t'~ "i: qIÜ~" 江 1)

430 :'lHz 50 ¥¥ 

!¥!Hz 、、

~lH z 、、

;¥IHz 1、

.¥IHz: ¥1 

;¥Uh ¥1 

:'11Hz ¥1 

'，li ， II~ .'， "，"八発射 .f能生

電々のり，t
L当局散の従

問

430MHz苦 F3，F2 F3， F2 

ι2円也I事G"I電々は続 31/: 制限 i.:tる条件':;;-鍬， -、 る

1院三

情ltii:
市 61叶"院

..調の
'1アクタ，ヌ変調

，t 

13.2 V 50 W w 
，!It J ，~ ~ 
語のめ主 1 • 

@※使用する送信空中線の型式を記入してくださいo

無線局事項書のr21J欄希望する周波数の範囲，空中線電力，電波の

型式のうち「空中線電力J については右記の介類にした力、って記入

してくださいo

①空中線電力 10W以下 r10WJ 

②空中線電力 10Wを超えSOW以下 rSOWJ

③空中線電力SOWを超え 100W以下 r1 OOWJ 

送信機系統図

OOLシステム動イ乍

時の制御信号

430，000 

46，5739MHz 

3主)

TM-411 : M57752 

TM白 4110:M57729

i差局
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11固

鶴一般仕棟

1 .使用半導体数

2.周波数範囲

3. 電波型式

4. 空中時泉インピーダンス

5.使用温度範囲

6.電源電圧

7.接地方法

8. 消費電流(TYP.)

13.8va寺

9.寸法(突起物を含まない)

(突起物を含む)

10.重量

臨調送信 部

1 .送信出力

2. 変調方式

3.周波数安定度

4.最大周波数偏移

5. スプリアス発射強度

6. 変調査(60%)

7. マイクインピーダンス

園受信部

1 .受信方式

2. 中間周波数

3. 受信感度

4 選択度

5. スフリアスレスポンス

6. スケルチ開放感度(臨界点)

7. スキャンストップレベル

8. 低周波出力

9.低周波出力インピーダンス

関 DCLシステム制御部

1 .符号形式

2.変調方式

3.周波数偏移

4. マーク周波数および偏差

5. スペース周波数および偏差

6.符号伝送速度および偏差

本体

マイクロコンビューター 2 

IC 14 

マイクロホン

FET 

トランジスタ

ダイオード

一〉

4

9

z
、
F
0
1
4

430.0-440.0MHz 

F3， F2(DCしシステム動作時の制御信号)

50Q 

-20CCー +600C(TM-411) -20
c

C-十 50
c

C(TM-411D) 

13.8V士15%

マイナス按i士也

受信無信号時

送信 時(Hi)

TM-41l 

0.45A 

2.9A 

1.3A i主主 時(Lo)

8 

nυ

一
日一

A
川

村

山

4
一M
j
L
M

M
一0

:

T
i

一

幅 140mmX高さ40mmX奥行158mm(TM-411)，奥行183mm(TM-41lD) 

幅 141mmX高さ39.5mmX奥行173.5mm(TM-41l)，奥行198.5mm (TM-41ID) 

980 g (TM-41l)， 1.25kg (TM-41ID) 

High 

Low 

TM-41l 

lOW 
約 1W

TM-411D 

25W 

約 5W

リアクタンス変調

土 15PPM以内(一lOC-十 60
C

C)

土 5kHz 

60dB以下

3 %以下 (300Hz-3000Hz) 

500-600 Q 

ダフルスパヘテロダイン方式

第 1IF 21. 6MHz 

第2IF 455kHz 

12dB SINAD ※ -15dBμ(0.18μV)以下

0.5μV入力時のS十 N/N 30dB以上

6 dBにて12kHz以上

60dBにて24k什z以下

65dB以上

※ -18dBμ(0.13μvH.~ 下

※ 16dBμ(0.16μV)以下

2.0W以 上(5%歪時)

8 Q 

※JAIM去に基づ〈表示。

NRZ等長符号

MSK変調

土2.5kHz以よ，土5kHz以内，標準土3.5kHz

1200Hz土200PPM

1800Hz士200PPM

1200ビット/ヰ少土200PPM

題調ご注意定格は技術開発に伴い，変更することがあります。
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盟株式会社ケンウッド

本 社東京都渋省区渋苔 2 のりの 5 シオノギ渋省ビル〒150

お買い上げ後のサービスのご相談は，通信機サービス窓口， または購入庖をご利用ください。

その他商品に関するお間合わせは，お客様相談室をご利用ください。 電話 (03)(3486)5515

⑥65706 PRINTED IN JAPAN 850-4119-10(γ)① 


